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4号AW自動式およぴ4号CW共電武豊掛電話機
No.4-AW Automatic and No.4rCW Common Battery Telephone Sets

山 田博三* 滑宮弘基*

内 容 梗 概

日本電信電話公社の新標準として制定された4号AW自動式,4号CW共電式壁掛電話機とは4号

(新型)卓上電話機と同等の性能規格を満足する上に,さらに送受器は長さ,形状を妥当な備にして送話

能率を改善し,かつインジェクション･モールドの採用により重量を軽減させえた｡(製品重量:従来品

の70%)またそのほかの部品もまったく新しい設計を行って資源に乏しいわが国の国情に適するよう材

料所要量を切りつめ,(製品重量:卓上形の糾%)新しい加工法を採用して生産の合理化を計った｡

わが国の電話の通話品質はさきに4号卓上電話機の採用によりいちじるしく向上したが,家屋の構造

からどうしても壁掛形でなければならず,通話性酪を犠牲にしてまで旧型壁掛電話機を使用している加

入者が少からずあった｡今回新壁掛電話機の出現により,これらの不便は除かれ,通話の品質はさらに

改善されるものと期待される｡

〔Ⅰ〕緒 盲

終戦後日本電信電話公社の新標準として4号A自動式

および4号C共電式電話機が採用され,電話通話の品質

をいちじるしく向上させたが,機種の統一を主眼とした

ため形態は卓上形専用とし,壁掛形はつくられなかった｡

その後電話の拡充計画が進捗し,業務用はもとより住宅

用土して架設される数量が増してくると,一方にほ旧型

電話機が回収されて新型電話機と置換される加入者があ

るのに,他方では家屋の構造上壁掛形でなければならな

い加入者 は旧型壁掛電話機をセ わざるをえぬこととな

り,性能優秀な新壁掛電話機の出現が加入者から弓鼻く求

められるようになった｡

ここにおいて電々公社は昭和28年にいたり,新壁掛電

話機を制定することを企画し,口立 作所は 電 々公社の

要請によりその試作を担当することとなった｡試作ほ電

々公社の適切な指導と絶大な援助とにより昭和30年3月

完成,領京,大阪における商用試験においてその優秀性

を確認されたので,公式の仕様書(1)として制定され,近

く一般加入者こ架設される運びとなった｡

さて4号卓上電話機は通話性能については世界一流で

あるが,一方送受器がやや長過ぎるため送話能率を損じ

ているうらみがあり,またかなり重くて使用上の不便が

あった｡また他の部品には大形で,資源に乏しいわが国

情に■合致せぬものがあった｡

そこで新壁掛電話機の設計にあたっては送受器の寸法

と形状の改善,重量の低減および各部品の小形軽量化に

よる経済設計に特に志を用いた｡

こⅠⅠ〕送受器および送話器,受話器

(り 5号送受器

(i)送受器の長さ

哲塚,菅沼両氏が日本人ウユ女1,000人つき測定した結

日立製作所戸塚工場

第1図 4号AW自動式(左)およぴ4号CW

共電式(右)電話機
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No.4pCW Common Battery(Right)Wall
Telephone Sets
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策3図 送受器を対照とした頭の寸法およびイヤ･ピース

とマウス･ピースの相対位置(単位mm)
Fig.3.Chart of Head Measurements and Relative

Position ofTransmitterMouthPieceOpeningand

Receiver Ear Piece(Unitin mm)

果(2)によれば,電話送受器を対照とした耳と廣との関係

位置は第3図に示すように,送受器のイヤ･ピースを最

も受話しやすいように月二に押しあてた場合にイヤ･ピー

スの中心を基準として窟の先端の占める確率は国の桝目

の中に示したとおりになる｡そして最大の確率を示す位

置は第1衷に示すとおりで,これはドイツ,イギリスに

おける測定値および1951年にC.C.Ⅰ.F.(国際電話諮問

委員会)総会においてA.E.N.(明瞭度等 価 測

定のために与えられた送受器の定数(3)ともよく近似して

いる｡しかるに4号卓上電話機用4号送受器ほ1937年

に7メリカWesternElectricCo.が製造をはじめた300

型電話機を基にしたもので,これはBellTelephone

Laboratories の測定結果(4)にもとずいているもののご

とくである｡この測 定 果は日本人,ドイツ人,イギリ

ス人の数値と比較していちじるしく相違しており,これ

を基礎にして送受器寸法を決めたのでは日本人には長過

ぎるはずであり,これは実際加入者が使用している状態

を見ればあきらかであって,芙ほ当のアメリカでも近年

(5)送受器の長さを短縮している｡

第1表 送受券を対照とした耳唇との相対位置

Tablel.Relative Position of Transmitter

MouthPieceOpeningandReceiverEarPiece

日本lドイツlイギリスl諾射アメリカ

そこで新壁掛電話機用5号送受器ほ上

記資料にもとずいて,イヤ･ピースとマ

ウス･ピースとの関係寸法および角度を

最も妥当な値に定め,后とマウス･ピー

スの距離は4号送受器の41mmから34

mmまで7mm短縮した｡この結果送

話能率は(頭の影響を無視して):

20logl｡豊=1･6db
向上し,また送話能率向上により送話苦

と窒雑音の比,すなわちS/N比の改善

も期待できる｡

(ii)重 量

4号送受器は452gもあり,長時間通

話すると疲労を覚えるほどである｡これ

に反し5号送受器はインジェクション･

モールドの採用により強扱な材料の使用

が可能となり,中空にすることによって

重量はわずかに318gで,4号送受器の

約2/3に軽減させることができた｡(これ

は黒色について比較したものであり,4号送受器の色彩

晶はフェノール樹脂のかわりにユリヤ樹脂を使うので,

さらに重く495gになる｡5号送受器は色彩品も黒色と

じ重量である)

さらに把持する部分の断面は従 角形に近い形であ

ったが,これを矩形断面に近付け,把持しやすくした｡

(iii)強 度

酉各酪酸セルロ･一ズを用いたインジェクショこ/･モール

ドの採用により,軽量にかかわらず強級な送受器をうる

ことができた｡酪酸顧セルローズは第2表に示すように

従来使用されてきたフェノール樹脂に較べて耐衝撃強度

が非常に高いので,中空にしてもきわめて強放で,誤つ

て掛こ取落しても容易に破損することがない｡

なおこの送受器は高さ1.5mのところからⅤ形の滑り

台を用いてコンクリート床へ,連続5回落下させても異

常を生じない｡この検査は米軍や防衛庁が野外用電話機

の送受器について行っている耐衝撃試験(6)で,一般用電

話機にとっては随分苛醍な試験法である｡

第 2 表 各種合成樹脂成形材料の主要特性

Table2.PrincipalCharacteristicsofVarious

Synthetic Resins

405
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第4図 丁一4号 送 話 器

Fig.4.T.4Transmitter Unit

(2)T･4号送話器

この送話器ほ4号電話機用に設計されたもので,通話

特性良く,安定で,量産性もすぐれている｡薄いジュラ

ルミンの振動板を傘形に絞り,中央に金メッキした半球

形可動電極を取付け,固定電極も金メッキとし,可動電

極と同心球面を有する｡振動系は自由度1とし,振動板

の背面のダイカスト･フレームとの間にコンデンサ紙を

積重ねたブック･ダンパを挿入して振動系の共振による

ピークを押えている｡

(i) スペシフィック･レスポンス

送話器の能率を表わすにt･ま送話器から取出せる電気出

力の平方根とこれに印加される音圧との比の対数を用

い,これをスペシフィック･レスポンスという(7)｡

すなわち

gr=20log川
ヽ･･■だ.

ナ ナ 7~ナ
｣ ｣ 】■｣ 占=送話器の端子開放電圧(Ⅴ)

♪=振動板上の普圧(dyne･Cm~2)

属r=送話器の動抵抗(凸)

.(1)

Odb=1V/1dyne･Cmr2ヽ/1扇

Tヰ号送話器ほ純良な無煙炭を不活性ガス雰囲気中で

焼成したきわめて感度の高い 炭素粉を査 用し,一方振動

系の妥当な設計により振動板の実効面積を大ならしめ,

機械インピーダンスを少なからしめて全体としてスペシ

フィック･レスポンスの向上につとめた結果,300c/sに

おけるスペシフィック･レスポンスは一53db以上にな

り,しかも製品問のバラツキは非常に少い｡

(ii)周波数特性

振動板の背面ヘコンデンサ紙を積重ねたブック･ダン

パを挿入し,振動系の変位が大になるとブック･ダンパ

の空気抵抗が増して,振動板に抵抗を与え,振動系の共

振によるピークを抑圧するようにしてある｡その結果振

動系の共振周波数附近になってもスペシフィック･レス

ポンスのピークはあまり現われず,300-2,500c/sにお

ける最大値と最小値の差は7db程度に過ぎぬ｡酎二こ

第 3 表

Table3.
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T-4 号 送 話 界 の 特 性

Characteristics of Tp4Transmitter

規 格l平 均と標準偏差
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第5図 T-4号送話器の周波数特性

Fig.5･Frequency Characteristic of T,4

Transmitter
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の差を10dbまでゆるせば伝送周波帯域は4,000c/sに

およびC.C.Ⅰ.F.の推奨する伝送帯域3,400c/Sを十分

満足させる｡

(iii)位置特性

炭素粉の充填率が大きいことと,半球形同心電極の採

用により,送受器の持ち方が変っても送話器のスペシフ

ィック･レスポンスは3db程度しか変らない｡

(iv)音圧特性

送話器に加わる音圧を変化させてもスペシフィック･

レスポンスはあまり敏感に変化せず,したがってかなり

ノト声で話しても感度良く,反対に大声で話しても支障が

ない｡

(Ⅴ)供 電流特性

送話器に供給する直流電流を変化させると,スペシフ

ィック･レスポンスおよび勒抵抗は第`図(次頁参照)

のようにかわる｡この送話器は50mA程度を供給する

のが最適である｡

(3)R-4号受話器

この受話器も4号電話機用に設計されたもので,通話

特性良く,電気音響変換能率も良い｡薄いジュラルミン

板を傘形に絞り,その中央にFe-Co一Ⅴ合金のアーマチ

ュアをかしめこんだ複合振動板を用い,振動板とダイカ

スト･プレ←ムとの間にコンデンサ紙を積重ねたブッ~ク･

ダン/くを用いたもので,振動系の自由度は1である｡･‥磁
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Feeding Current

第38巻 第5号

第7図 R-4 号 受 託 者罠

Fig.7.R-4Receiver Unit

第 4 表 R-4 号 受 話 器 の 特 性

Table4.Characteristics of R-4Receiver

規 格l平 均;標準偏差

気回路は同心磁気回路とし,永久磁石:ま小形で強力な

AトNi-Co系磁石を用いている｡

(i) スペシフィック･レスポンス

受話器のスペシフィック･レスポンスは受話器に供給

される皮相電力の平方根と,この電力によって受話器に

密着させた一定容積のカップラ内に生ずる苦圧との比の

対数で表わす｡すなわち

gR=20loglO

=20loglO

/-ヽ･､/∴･

………………(2)

んJ

y瓜 ………………..(3)

ここに ふ=受話器入力端子に与えられる電圧(Ⅴ)

♪=受話器に密着させた密閉カップラ内に生

ずる苦圧(dyne･Cm~2)

(ただしカップラの容積は10ccとする)

Z=受話器のインピーダンス(Q)

∬=空気の体積弾性率

γ僧=カップラの容積(CC)

-〃=単位の入力皮相電力に対する振動板の旗

質排除量

∬は常数でγ皿は測定の必要上約束された量でやはり

常数であるから,受話器レスポンスについては,ヴすな
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第8図 R-4号受話器の周波数特性

Fig.8.Frequency Characteristic of
R一一4Receiver

わち入力皮相電力に対して振動板の媒質排除量を大に

し,かつその周波数特性を平坦にするこ土を考えればよ

いことになる｡

R-4号受話器のスペシフィック･レスポンスは1,000

C/sにおいて平均66.5dbにのぼり,製品はバラツキが

きわめてめて少く標準偏差は1db程度である｡

(ii)周波数特性

振動板背面とダイカスト･フレームとの問ニコンデン

サ紙を積重ねたブック･ダンパを挿入し,その空気抵抗

によって採動板の共振周波数における_ピークを押えてお

り,そのため300-2,500c/s におけるスペシフィック･
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第9図 5号送受器と4号送受器の受話器周波

数特性(イヤ･ピ∴-ス付)

Fig.9･ReceiverFrequencyCharacteristic

of No.5and No.4Handsets(With Ear

Pieces)

レスポンスの最大値最小値上の差は4･5db程度に過ぎ

ない｡

(iii)イヤ･ピースを取付けたときの周波数特性

イヤ･ピースを1酎寸けた場合振動板前面の空気箋,イ

ヤ･ピースの音響孔,耳嵩が作用して伝送周波帯域をさら

に拡大するようにしてあり,スペシフィック･レスポンス

の最大値と最小値との差を10dbとすれば上限は4,500

c/s以上になる｡これはC･C･Ⅰ･F･が推奨する伝送帯域

3,400c/sを十分満足させる｡

なおマウス･ピース,イヤ･ピースとも送,受話器の

表面に接する而の周辺にはフェルトのリングを使用して

おり,これは送受器のハンドルを中空にしたため,送,

受話器が音響的に結合し,またほ受話器の周波数特性を

損ずることがないようにしたものである｡

〔ⅠⅠⅠ〕本体および回路部晶

(り 本 体

送受器と同線酪醇酸セルローズのインジェクション･

モールドを採用し,斬新な美しい外観(8)を備えている上,

通話中に送受器を一時掛けておくこともできるなご細心

の注意を払って設計してある｡

海外における壁掛電話機には送受器を上部に水平にの

せるもののほか,下方に水平に掛けるもの,正面に縦に

かけるもの,側面に縦にかけるものなどがあるが,我国

における壁掛電話機の需要は日本家屋特に住宅が中心で

あり,したがってせまい廊下などに取付けても傍を歩い

た人の眉に送受器が触れて搭下することなく,しかもダ

イヤルするのに不便でないことが必要である｡結局日本

の壁掛電話機は送受器を上i紬二水平に掛けたものが良い

とされ,新壁掛電話機はこの方式をとったものである｡

(2)B-106号磁石電鈴

従来の磁石電鈴とまったく異った磁気回路を採用し(9)

コイルは1箇,永久磁石は受話器用と同一のAトNトCo

系の小形なものを用い,ゴングも小形にした結果重量ほ

第10図 B-105号(左,卓上用)およびB-106号

(右,壁掛用)磁石電鈴

Fig.10.B-105(Left,for Desk)and B-106

(Right,for Wall)Ringers

ノ

′
′

′

電話機と測定芸問の距離ガ脚

.l.仁♂ / 2 ブ イ ∫ ♂ 7 ∂ ♂ 〝

/♂%信号電流〔仇イ)

第11図 B【106号磁石電鈴の電流音量特性

Fig.11.Sound Volume vs･Supply

Current,B-106Ringer

第 5 表

Table5.

Ringer

B-106号磁石電鈴の主要性能

PrincipalCharacteristicsofB-105

規 格 l 平 均

音量(16c/s45Vの電
源に純抵抗3,000Qと直
列に接続した場合電鈴か
ら0.5mの場所で)

=抵 抗

インピークンス(16c/s)

80P以上

2,700Q±10%

84.6P

2,670G

5.8kQ

標準偏差

0.6P

46Q

O.14k出

従来品の40%になり,しかも音量は従来の規格を十分

満足させる｡

弟10図において直流磁束は永久磁石Ⅳからポ←ル■ピ

ース3を経てアーマチュアに至り,ここから一方はアー

マチュアからポール･ピース1を経て磁石5に帰り,他

方はアーマチュアからポール･ピース2,コア,ポール･

ピース1を経て磁石のSに帰る｡交流磁束はコイルiこ流

れる信号電流によってコアに生じ,ポール･ピース1,ア

ーマチュア,ポール･ピース2,コアの磁路をつくり,

アーマチュアは直流磁束に重畳された交流磁束の周波数

に応じて左右に振動する｡
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直流磁束はポ←ル･ピース1側と2側であきらかに不

平衡なため,アーマチュアに作用する磁気吸引力も当然

左右相違するので,バイヤス･スプリングの弓長力を利用

してこれを平衡させている｡このバイヤス･スプリング

は1回線に 話機を2台接続した場合に,一方でダイヤ

ルすると他方の電鈴がダイヤル･イン㌧ペルスで鳴ること

を防ぐためにも共用される｡

部品は簡単なプレス加工品で,ゴングもともにダイカ

スト●フレームに坂付け,ゴム･クッショ:/を介して電

話機底板に防 的にネジ止めし,従 のように特別な取

付用金具を必要としない｡コアは音声周波電流に対する

インピーダンスを大ならしめるため,特に厚手ケイ素鋼

板を積重ねて使用している｡

(3)C-5号A蓄電器

従来電話機用には紙蓄電器が使用されてきたが,新壁

掛電話機には日立製作所が多年苦心研究したMP蓄電器

(10)を 用し,性能の向上とともにいちじるしい小形化に

成功した｡MP蓄電器ほ絶縁紙と金属箔を用いるかわり

に,真空中で金属の蒸気を発生させ,絶縁紙上に直接金

属薄膜を附着させ,これを2枚巻いて蓄電器とするもの

であって,紙蓄電器に比し画期的に進歩したものであ

る｡

すなわちきわめて小形,軽量にできること,ノペンクに

よって駄目にならないことが大きな特長であって,それ

第12図 C-4号A(左,卓上用)およびCM5号A

(右,壁掛用)蓄電器

Fig･12･Cp4A(Left,for Desk)andCⅣ5A

(Right,for Wall)Capacitors

舞 6 表 C-5A MP 蓄電器主要特性

Table6.PrincipalCharacteristics ofCT5A
MP Capacitors

規 格

静 電 容 量

絶 縁 耐 力

絶縁ま圧抗(200C)

平 均

1.8/JF十20%

･→10%
0.9/上F+20%

rlO%

525V以上

1,500M勘沌
以上

1.96/上F

O.98/JF

標準偏差

0･05/∠F

O･03/∠F

700V以上

約4,000MQ."F

論 第38巻 第5号

はたとえパンクしても,電極が非常に揮い膜であるため

に,その放電の電流によってその部の電極が直ちに飛散

し去り, 〝Sで絶縁が回復する｡この性質があるため

通常の紙蓄電器のかわりにMP蓄電器を使用した新壁掛

電話機はそれだけ高い信頼度を持っことになる｡

(4)L･5号B誘導路輪

講導線輪は送話器,受話器と線路とを接続し,伝送能

率を最大にし,→方側音(送話器に生じた音声電流が自

分の受話器に流れ,自分の声が受話器に問えること)を

通話の妨割こならぬ程度まで程下させるために用いる一

種の三巻変成器で,電話機回路の根幹をなすものである｡

第13図:し4号A(左,卓上用)およびL-5号B
(右,壁掛用)誘導線輪

Fig･13･L-4A(Left,for Desk)and L5B

(Right,for Wall)Induction Coils

第14図 4号(左,卓上用)および4号W(右,

壁掛用)フックスイッチ

Fig･14･No･4(Left,forDesk Set)and No.

4-W(Right,forWallSet)CradleSwitches

第 7 表 し5号B誘導線輪主要特性

Table7.PrinclpalCharacteristics
ofL5B

Induction Coal

巻 数

インダタタンス(nH)

三放 流(n)

巻 線 比
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第 8 表 4号Wフックスイッチ主要

性能

Table8.PrincipalCharacteristics

of No.4-W Cradle Switch

規 格l平 均;標準偏差

寿 命

最′ト勒′作圧力(g)

最大不動作圧力(g)

新壁掛電話機用誘導線輪はコア断面7･5

×7.5mmのうち鉄形変成器で巻線はボビ

ン巻である｡′ト形ではあるが性能は従

大形のものとかわりない｡

(5)4号W7･-~クスイッチ

講機 713

第1_5図 4号E(左,旧形)および4号F(右,改良形)ダイヤル

Fig.15.No.4rE(Left,01dType)andNo･4-F(Right,
Improved Type)Dials

双子メーク接点2組を有し,プランジャの圧力はスパ

イラル･スプリングで平衡させ,接点バネでは負わぬ椚

造である｡そのため寿命は非常に長く,連続30万回(実

用30年に相当)動作させてもなお十分実用に耐える.｡

双子接点にして藻挨による接点障害を予防している

が,さらにプラスチックの防塵カバーを付け防塵の完全

を期している｡

(`)4号Fダイヤル

の4号卓上電話機に使用させて た4号Eダイヤ

ルをさらに改良したもので,イン/くルス連座の変化が非

常に少くなり,かつ防塵を完全にした｡

すなわち従 のダイヤルは外界の温度変化特に温度低

下,あるいは時日の経過によってインノミルス速度が変化

することが避けられなかった｡日立製作所では電々公社

の指 のもとに研究を重ねた結果新しいガバナの採用に

より,速度変化を著減させることに成功した(11)｡この新

ガバナは電々公社が新潟,札幌両局で実用試験して効果

を確認した｡このガバナの採用によりダイヤルは第1占図

に示すごとく回転力を広範囲に変化しても,インパルス

速度は旧形の1/2しか変化しないこととなり,この値は

アメリカの最新ダイヤルlこもまさる良好な値である｡

つぎ8こ前部ダスト･カバー,ナンバ･プレートの改良

により前面から廃疾が入りにくくし,さらに後F酔＼プラ

スチック製のダスト･カバーを取付け防塵を完全にし,

よる接一･fこi､障害,回転博吉を予防した｡

〔ⅠⅤ〕回 路

ら1_才

【~LL 温石
■ご▼‖圭ハ一旧路‥凹 受話器を綾闇に接続し,最も能

串良く送,受話を行い,かつ側音を通話の妨害にならぬ

程度まで低減させることにある｡

(i)電話回路の伝送能率

電話回路の伝送品質は動作減衰量の考え方によって,

送話,受話および側苦減衰量で表わす｡

′

〃

(
轟
＼
巧
孝
三
ヾ
二
讐
軍
票
こ
忌

正当

4苛F 1

t
ノ膠 却 J淡7 ∠〟 J沈7 〟J7

主軸のトノンプ rg'【ご′ガ)

第16図 4号Eおよび4号Fダイヤルのインパ

ルス速度主軸トルクJ持性

Fig.16･Impulse･Speed vs■Main Spindle

Torque,No･4-E andNo･4rF Dial

第 9 表 4号Fダ イ ヤ ル ♂-)主要性要

Table9.PrincipalCharacteristics of No･

4rF Dial

規 格

インパルス速度(imp/s)

メ ー ク 率(%)

ミニマムポーズ(ms)

10±0.8

33±3

650以上

平 均l標準偏差

すなわち送話減衰量∂rほ送話器f_P.力を送話器インピ

←ダンスZrに等しいインピーダンスに供給したとき,そ

のインピrダンスが受取る皮相電力アブ･｡と実際に通話回

路を経て線路インピrダンス乙に供給される皮相電力

Pんとの比の対数で わされ,この値は小なるほどよい｡

∂r=10loglO
/■∴‥

Pん (db)

受話減衰畳み尺は線路から送られた音声周波電力中,

通話回路を経て受話器が受取る皮相電力Pγと,線路に

線路インピ←ダンスZんに等しいインピーダンスを接続

したとき,そのインヒ∵一ダンスに加わる皮相電プJj㌔｡と

の比の対数で与えられ,この値も小なるほどよい｡

毎=10loglO
グム｡

Pr (db)
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第17図 ブ ー ス タ 方式 防 側

日 立 評 論

通常Lま短緒､
別呼出をす5

合文頭紹を外す

音

第38巻 第5号

≡歪宗諾占笠聖霊警警.;孟左し受話器
＼

/悪霊豊富警
ドイ孤ス桓臭 誓慧…孟忘

｣′◎

断土
俄7Jフ

タイヤル短絡接棄

遠書証石≡フ■ち…イッチ遥遠話器′み′丁∠～

第18国

Fig.18.

4-CW

桓1路

(A)原理,(B)送話時の`電圧分布,(C)受

話時の電圧分布
Fig.17.BoosterTypeAntiSidetoneCircuit

FundamentalCircuit(A)and Diagrams

Showing How the Branch Voltages are

Devided when Transmitting(B)and

Receiving(C)

通常ほ領絡､秘話装置を
接続するときこの短絡を外す

4号AW自動式および4号CW共電式壁掛電話機の回路

Circuit Diagram of No.4pAWAutomaticand No.

Common Battery WallTelephone Set

咄ク∫

側音減衰畳みぶは送話苫に1七絞し捌音がどの程度減衰

されているかを わし,送話器出力を送話儲インピーダ

ンスちに等しいインピ←ダンスに供 したとき,その

インピーダンスが受刃文る皮相電力クr｡と通話回路を経て

線路に接続されたとき,受話器に漏れる皮相電力f∵と

の1七の対数で与えられ,これは大なるほどよい｡

∂5=10loglO
ち｡

Pノ
(db)

(ii)防側苦回路

新壁掛電話機は4号卓上電話機と同様にブースタ方式

の防側音回路を用いている｡ブースタ方式防側音回路の

原理は第け図(A)に示すとおりで,誘導紬儲が理想的変

成器であるとすれば,送話器により生じた音声電流によ

って.哨 コイルく

に比例した

圧を生ずれば,Ⅳ1,耶 コイルにも

圧を生じ,側昔平衡抵抗ZⅣの両端の

電圧拓と一哨コイルに生ずる電圧とが等しいときは,

受話器点の端子電圧は0となり,電流は流れない｡すな

わち第17図(B)のような電圧分布のとき側普防止ができ

る｡綿路インピーダンスちにt･まⅤェなる電圧が生じ,

これは鞍より昇圧されている｡また受講のとき電圧分

布は第17図(C)のごとく側音平衡抵抗ろvに電流を流さ

ない(受話平衡)こ上が可能である(12)｡

/
/ ＼
/ ＼
/ ＼ l

く ゐ

b一々bb月
■､

､

石γ
~--･･･････l■

､

‥l･

-

･

一

同波 数｢ら合)

第19図 送話(みr),受話(毎),総合(∂ァ+毎)

および側音(∂ざ)減衰量

Fig･19･Transmitting(bT),Receiving(bR),

Total(bT十bR)and Sidetone(bs)Attenu-

ation

(iii)実際の回路

実際には算用図のように変形して位い,交換機からの

直流が受話器に流れぬよう平衡回路に1･8/′Fの蓄電器

を用いている｡また4号壁掛電話機では,1,000c/Sの伯

をとり線路インピーダンス Zん=600良,送話器インピ

ーダンスZr=60n,受話器インピーダンスZR=150Q

(いずれも純抵抗)にとって基準としている｡

しかし線路インピーダンスは実際の値はきわめて複雑

で,周波数によりインピ←ダンスは500∫之以下から1,000

Q以上に変化し,位相角も一般には負(-)であるが,線

路が短い場合には正(+)になることもある｡4号電話機

においては平均の電話回線を仮定し,等価回路として点

=730Q と C=0･15/`F との並列回路(6008/-350)

を標準回路として用いることに約束されているので,4

､
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号壁掛電話機においてもこの標準を用いて計算し第7襲

の誘導線輪を設計した｡

この誘導線輪を用いた場合の回路の送話減衰量,受話

減衰量および側普減衰量は第】9図に示すとおりである0

なおこの電話機伺路には,サーミスタによる共同電話

秘話電話装置(13)が簡単に取付けられるよう端子板の設

計が行われており, また共電式に有 用する場f■丁はダイヤ

ルを頼外し,170日抵抗の顆付いたダイヤル塞板を使用

するが,この抵抗はダイヤル･インパルス接点の位置に

接続され,線路の抵抗が170日以下のとき送話器に流れ

る直流を制限する目的に使用される｡

〔Ⅴ〕結 盲

日本電信電話公社では加入者の要望にこたえるため,

性能優秀な新壁掛電話機を標準として採用することとな

り,日立製作所ほ公社の要請により,これが試作を行つ

た｡

新壁掛電話機は性能面では世界一流と称される4号卓

上電話機の各種規格を満足し,しかも思い切ったリミッ

ト･デザインによって材料を節約し,進歩した加コニ法の

採用によって加工工数を低減させることに成功した｡

この電話機はさらに軽量,強放でしかも内外の資料に

もとずき最も妥当な形態の送受器,小形でたとえ′㍗/ク

しても数一〃Sで回復するMP蓄電器,小形軽量な電鈴,

速度変化が著滅し,防塵構造となった4号Fダイヤルの

採用など幾多の改善を行った｡

完成品は重量1.75kgで4号卓上型の64%,送受器

は318gで70% という軽量である｡

新壁掛電話機は昭和28年企画,昭和29年10月第1次試

作,昭利30年3月第2次試作,引続き公社による東京都
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内,大阪市内での実用試験を実施,良好な成績を収め,

昭和31年1月,日本電信電話公社の正式仕様書が制定さ

れたものである｡

この間公社各部門からいただいた指導,支援はなみな

みならぬものがあり,完成はまったくこれら指導,支援

のたまものであると惇くお礼申上げる｡

また協同試作にあたった岩崎通信機株式会社,

計にあたった日立製作所多賀工場辛

意

課長の協力を感謝

する次第である｡
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新案第437948 号

新 案 の 紹 介

レオナード制御における

レオナード制御される直流電動機がたとえばノ坂圧延作

業に従事するような場合にレオナ←ド発電機出力回路が

異常な過電流状儲となることがあるに鑑みて適量の電流

制限装置を設けることは普通に行われることである｡

この考案はこの樫の制限装置の作用に過電流の変化率

に応ずる新Lい作用を加えたことを特長とするものであ

る｡すなわちHTDに特設した制限界磁LFが発電機給

電回路抵抗Rl,セレンS2,S3,抵抗RzのAB,BC区

分などと直列に接続されて発電機出力電流iの過大に応

じて附勢されることはこれまでの装置の作用と大差ない

が,この回路内にさらにコンデンサー C2を図の位置に

接続したことを異色とする｡このようにすればiの過大

となる方向に応じてLFは正および逆方向に附勢される

が,そのときC2によりiの過大増加率に応じた附加励

磁がLFに重畳するので過電流制限作用が大となる効果

がある｡

図中,1は発電機,2は電動機,3は給電回路,Rlは

給電回路直列抵抗,4はHTD,Flは1の他励界磁,

F2は4の自励分巻界磁,CFは制御界磁,BFは帰還
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電 流 畳装限制

界磁,LFは制限界磁,R2はポテンショメータとなる

抵抗,Slは標準電源ACの整流器,S2,S3は逆並列接

続のセレン,C2は制御促進用のコンデンサーである｡

(宮崎)




